
 

７/３０(火)・８/１(木)の 2日間で年下の子どもたちを呼んで夏祭りをします！ 

 子どもたちの思いを尊重し、保護者の皆様を招待する前に、年下児の友だちを呼ん

で夏祭りを計画中です♪ 

子どもたち自身で夏祭り計画を進められるよう援助しています 

「こうしたらいいんじゃない？」 

「でも○○したらこうなってしまい

そうだからこうの方が良いんじゃな

い？」など子ども同士、対話しなが

ら、友だちと試行錯誤しながら進める

姿が少しずつ見られます。 

自分のやりたい思いを伝えるだけで

なく、相手(友だち)にも考えがあると

いうことを夏祭りの計画を進めながら

知るきっかけになったらいいなと思い

ます。 

４つのお店の見どころ★ 

わにわにぱにっく 
 去年の年長さんと一緒に遊んだ記憶か

らまた新たにワニや叩くものを作り始め

ています。何個作ったらいいかなど細か

い点も子どもたちで話し合って決めてい

ます。店員として楽しみながらやり取り

する姿が見られます。 

めいろ 
 何度も友だちと考えやアイディアを積極

的に話し合い、試行錯誤して作っていま

す。完成した迷路を案内をしたり、喜んで

説明したりしています。 

なつのむしさがし 
虫が大好きで、戸外に出ると虫探しをしたり、今

もお部屋で生き物を育てているため、虫コーナー

をしたいと言う子が多くいました。「虫をたくさん

作ってプレゼントしたい」「隠し扉作りたい」など

やりたい思いが溢れています。子どもたちの考え

る虫探しの世界をじっくりと見て下さい。 

 

おもちゃすくい 
去年の年長さんにしてもらった遊びのイメージ

が子どもたちの中であるように感じています。園

にあるものをうまく使いながら工夫してお店を作

っています。店員としての声かけにもぜひ注目し

ていただきたいです♪ 

 １３日の夏祭りが終わってから、さらに夏祭りを思い出して製作を

したり、おままごとでは「いらっしゃいませ～」などと友だちとお店

屋さんのやり取りを楽しんだりして遊ぶ姿が見られています。 

 
自由遊びで夏祭りが盛り上がるのを見守りつつ、子どもたちが 

決めた夏祭りの計画をお店ごとに準備を進めています 

13 日の夏祭り後．．． 



 

 

 

 

 

 

 

7月２３日(火) にじ組 

―にじ組夏祭り計画が始まった経緯― 
6 月末頃…    

おうちの人が夏祭りを計画しているのを知り、ずっと楽しみにしていた子どもたち！そこで、 

サークルタイムで夏祭りの話題を出してみると．．． 

「僕も夏祭りしてママ(パパ)を呼んであげたい！」 

 

「いいね！やりたい！！！」 

 

「それなら小さい子も呼んであげたら喜ぶんじゃない？」 

 
 

次の日…Mさんのエピソード 

Mさん：「夏祭りで使うくじ引き持ってきたよ！」 

 
昨日のサークルタイムでの話題がつながってきていますね♪ 

夏祭りをやりたい！という気持ちが伝わってきました。 

翌日…にじ組夏まつりの屋台を決めよう☆ 
人数を半分にしてAとBに分かれて話し合いました。 

 
 

 
 

Aグループ 

・わにわにパニック 

・おもちゃすくい 

・ピタゴラスイッチ 

・お花をプレゼントしたい 

・わたあめ・たこやき など 

 

Bグループ 

・わにわにパニック 

・夏の虫探し 

・めいろ(カラー積み木、マット) 

・ジュース屋(折り紙？本物？)  

など 

 2グループともにやりたいお店を伝え合い、 

意見交換をしました 

保育者：「たくさんやりたいお店があるんだね！ 

    みんながやりたいお店全部できるかな？」 

「できる！やりたい！」 

「でも夏祭りまでに間に合わないよ」 

「やりたいって思うのに手上げればいいんじゃない？」 

多く手があがった4つの屋台に決定しました☆ 

①わにわにパニック ②夏の虫探し ③迷路 ④おもちゃすくい 

 さっそくサークルタイムでMさんのくじ引きを取り上げ紹介したところ、他の

子も「僕は○○屋さんしたい！」などやりたいお店が溢れ、盛り上がりました。 

 
「みんなやりたいお店がたくさんあるんだね！じゃあ、 

明日のサークルタイムで何の屋台をするか決めよっか」 


